
令和 元 年 8 月 20 日

部 課

１　評価対象施設の概要

平成 29 年 7 月 1 日

令和 4 年 6 月 30 日
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２　利用実績

３　事業収支

A

C

B

D

E

※人件費(D)及び再委託料(E)は主な支出内訳のため、DとEの合計額が指定事業費にはなりません。

４　利用者の意見把握状況

前年実績は、運営機関が９カ月間の実績となっている（指定管理開始が平成２９年７月１日からであることから）

補足説明（必要に応じて記入）

利用者の意見把握の実施の有無 有 実施方法 利用者ｱﾝｹｰﾄ・ 意見箱の設置 ・ その他（　　　　　　　　）

D/B

実

施

結

果

対応実績等意見内容等

別紙のとおり 別紙のとおり

E/B

899,183

243,080

27,016,000

9,530,384

27,476,667

1,735,880

4,594,655

15,724,137

36,303,245

収入計 28,474,859

20.1%

33.8%

0.9%

278,077

720,115

5,665,347

316,596

28,196,782

379,910

2,994,183

284,170

36,308,000

406,000

1,396,000

34,567,365

12.7%

43.3%

0.8%

1,526,018

11.8%

43.5%

0.9%

0

4,274,000

C/A

再委託費比率

事業報告（実績） （参考）前年度実績

人件費比率

利用料金比率

335,000

1,396,000

15,800,000

34,912,000

自主事業費

事業収支 A－B

支出計

指定事業費

うち再委託料

うち人件費

その他

自主事業収入

34,171,000

36,308,000

利用実績 対前年度比

17,470

8,230

258,470

事業計画

管理期間が通年となったことによる（H29は9か月分）

学校等減免使用者の増加56.6%

88.8%33,500

公募

円

円 268,000

本市の地場産業である竹製品の振興及び市民の文化と教養の向上に資する

高山竹あかり等

地場産業の振興事業

増減の理由等

利用者の一部が和室利用に転じた為

年目年のうち指定期間

指定期間

終了日

開始日

評価実施年

利用料金制適用区分

利用区分等

設置目的

主な実施事業等

選定方法

指定管理者名 奈良県高山茶筌生産協同組合

Ｈ３０年度　指定管理者導入施設　管理運営評価シート（標準例）

商工観光地域活力創生

施設名称

所在地

竹生庵

和室

単位 予定(計画・目標)

研修室

作成日：

担当課：

生駒市高山町3440番地

生駒市高山竹林園

利用料金制

利用料金収入

指定管理料 34,171,000

37,829,263

33,500

126.8%

円

通常用



５　管理運営状況評価

市の評価

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

経費の縮減等の効果（効率性）

災害時の情報共有について滞りなく行った。また、指定管理者による施設点検についても協力的である。

安全管理、危機管理体制等（個人情報保護、事故発生時の対応、危機管理体制等）

市の評価

適正な施設の管理運営（適正性）

不要不急の物品の購入は控えるとともに、工事や修理についてもその必要性をよく検討し、適切な施設の維持

管理に努め経費節減に げた。

大掛かりな修繕等に繋がることを、できる限り防ぐため、日頃より丁寧な管理に努めた。

他に、茶筌製作実演の定期的開催など、日本人以外の観光客にも喜ばれる取組みがなされた。

自主事業の取組（施設の有効活用による市民サービスの向上への効果等）

収入の増加（収入増加の具体的な取組、効果等）

収入の増加や知名度アップに繋がる企画（高山ソフトの発売や、マルシェ誘致など）の積極的な実施による顧

客開発と、丁寧な接客によるリピーター化に努めた。

親切・丁寧な接客によりリピーターや新規利用者の増加に努め、収入の増加に げた。

市の評価

アンケート結果のとおり、接客についての満足度が非常に高く、来園数3回以上のリピーター客が最も多いなど

丁寧な対応による効果が伺える。

経費の縮減等（経費縮減の具体的な取組、効果等）

指定管理者による自己評価

市の評価

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

アンケート調査によると、施設の利用満足度については、ほぼ全員の方に「満足」、「ほぼ満足」との答えを

いただいており、「美しく整備された公園と茶室と庭園に驚きました。」などの評価をいただいた。

高山竹林園条例及び同施行規則に基づき、利用者に対し平等で公平な運営・管理を行った。

公平で適切な管理がなされた。

利用者の満足度（利用者の意見把握結果による満足度の状況、意見等に対する取組状況、苦情等に対する対応等）

市の評価

施設の管理運営の状況（適正な人員配置、従業員の能力・資質向上、広報活動、環境行動の取組状況、地域との連携等）

利用者へのサービスの質の向上と、従業員の資質の向上のため、職員間で情報を共有し、施設の効率的な管理

運営に繋げた。

茶道具の展示数増（奈良県茶道具同業組合）や、「たけのこ祭り」の定期開催（奈良県編針工業協同組合）な

ど、高山茶筌生産協同組合以外の地場産業組合とも、緊密な連携体制を構築している。

自分で点てて自分で飲む「お抹茶体験」を毎日実施したり、抹茶と高山あられを使った「高山ソフト」の販売

を行った。また、茶筅等の竹製品の販売品目を増やし、利用者へのサービス向上に げた。

指定管理者による自己評価

市の評価

個人情報の保護、各種点検の実施、消防訓練の実施等常に危機管理に努め、年間を通じ事故等無く施設管理運

営をすることができた。

指定管理者による自己評価

指定管理者による自己評価

市の評価

茶筌、茶道具、竹編針などの地場産業の振興を図るとともに、高山竹林園をより多くの方に知っていただき、

来場いただける施設となるように、効果的なＰＲを行いながら事業計画に基づいた管理・運営を行った。

市との連携により積極的にPRを行い、施設の設置目的に合致した事業を行った。さらにマルシェの開催誘致な

ど地域の賑わいの創出と新規来園者獲得に努めた。

施設の設置目的の達成（有効性）

施設の目的や特性等に合致した管理運営（事業計画に則った管理運営、施設の有効活用による設置目的の達成等）

市民の平等な利用の確保（平等な利用への配慮、公平で適切な利用者の決定等）



６　指定管理者の財務の状況

７　指定管理者の経営状況（財務・資産関係指標）

８　総合評価等（今後の業務改善に向けた考え方）

売上高

777,400136,0891,604,954経常利益

6,469,78434,627,95243,109,551

資産

資本金

純資産

固定負債

流動負債

負債

固定資産

流動資産

1,521,941

0

1,690,236

1,690,236

210,000

168,295

0

1,521,941

4,032,908

210,000

304,384

0

1,264,633

1,264,633

0

1,569,017

1,569,017

平成　28　年度平成　29　年度平成　30　年度

210,000

1,909,338

0

2,123,570

2,123,570

0

4,032,908

8.7%

2207.0%

39.8%

1068.9%

46.0%

382.8%

0.0%

111.1%

10.0%19.4%47.3%

0.0%

124.1%189.9%

0.0%

0.0%

　経常利益/資産×100

総資産経常利益率

　売上高/資産×100

総資産回転率

904.3%415.5%

0.0%

負債比率

0.0%

　固定資産/純資産×100

サービスの安定的な提供（安定性）

111.2%

　固定資産/(純資産＋固定負債)×100

固定長期適合率

　流動資産/流動負債×100

流動比率

　純資産/資産×100

自己資本比率

固定比率

 (流動負債＋固定負債 )/純資産×100

平成　30　年度 平成　29　年度 平成　28　年度

事業収支（自主事業を含む）の状況（事業収支の妥当性、安定的な事業継続等）

平成29年7月の指定管理開始以降、自主事業の積極的な実施や、丁寧な接客など来園者数増加のための取組みを行って

いる。

　市としては、地場産業の振興と、市内外からの観光客誘客のための重要な施設と捉え、H30年度より多目的広場等の

改修工事を行っており（H31年度完了）、指定管理者には引き続き、利用者数の増加さらには収入の増加に繋がる企画

の積極的な展開を期待すると共に、市の実施する事業、市の依頼する事業について協力を仰ぎたいと考える。

園内竹林の再整備をはじめ、茶筌師の伝統の匠の技を見ていただく「茶筌制作実演」を月２回から毎週日曜開催への変

更、自分で点て自分で飲む「お抹茶体験」を土日のみから毎日の実施に回数を増やすとともに、来園者への親切丁寧な応

対等の実施により、利用者アンケートにおける「満足度」では、ほぼ全員の方に「満足」、「ほぼ満足」との答えをいた

だいております。また、何回も来ていただくリピーターも徐々に増加していることから、利用者の方々にはには施設運営

について高い評価をいただいているものと考えております。

指定管理者による自己評価

市の評価

効率的な施設運営と積極的な自主事業の実施により、約１５０万円の黒字計上することができた。

指定管理料に基づき、安定した事業実施と管理運営がなされている。一方で指定管理料以外の収入（事業実施

収入、利用料収入他）は9.7％に留まり、今後はこの比率を高めていく必要性もあると考える。

指定管理者による自己評価

市の評価
























